
講師　加藤　卓氏　プロファイル

1959年　東海大学工学部電気工学科卒業（在学中から糊東海立ち上げに従事）

1959年　fM東海技術部勤務、FMステレオ、fAX実験放送担当

1961年　東京放送　入社　技術局（ラジオ、テレビ）に勤務

サウジアラビア国営放送局立ち上げ

モスクワサミット、TBS宇宙プロジェクト

数々プロジェクトを担当、成功に導く

2000年　日本大学芸術学部放送学科講師として勤務

豊富な経験を下に講座を担当し学生を育成

2012年　定年適職

田無市在住、アマチュア無線2局を運用して趣味を楽しむ毎日



‘‘FM東海”事はじめ

1958年12月

東海大学超短波放送実験局

東海大学通信工学同窓会ホームカミングデー　2016．11．3

加　藤　　卓



日本初の民間FMラジオ局
・1957年2月「富士山頂超短波放送」免許申請工現地調査後に断念

・1957年6月「東海大学超短波放送実験局」免許申絆

・1958年12月26日免許交付　岡31日放送開始18：00～20：00

・呼出符号JS2AO　周波数86．5MHz　出力lkW ERP2．8kW

・代々木校舎5階に送借機圭地上高50m4段リングアンテナ

・放送素材としてのレコードを自宅から持参

・学外アナウンサーはじめ専従スッタフ8名で連日対応

・国内各メーカーよりFM受信機続々発売FM技術委員会発足





放送による通信教育と各種実験

・1950年代私立大学で放送による勤労学生向け通信教育の構想

・先駆けとして1959年4月東海大学付属高校通信教育部が綻生

・6月1日より高校通信教育講座の放送開始19：00～21：00の2時間

・割搬送波（マルチキャスト）による「異種プログラム」同時放送の実験

・周波数分割多重変調方式は松前重義学長の無装荷ケーブルの発想
・クロスピー方式FM－FMステレオ放送および臥X放送実験

・1959年第8回全日本オーディオフェアー向けステレオ特別放送

・渋谷東棟店屋上に設置された252億スピーカーシステムで公開受信

・甜朕放送実験で毎日新聞夕刊を池袋西武百貨店で受信配布



FM東海のマルチキャスト諸元

・搬送波周波数：86．5MHZ送償出力：1仰Ⅳ実効鞘射t力：2．8kW

入力音声周波数　最大周波数億移

メインチャンネル：　30～15，∝旧HZ　　±45KHz

（S／N－60d8）

（ひづみ卒1％）

第一サブチャンネル：50～5，000Hz

（ひずみ専4％）

第二サブチャンネル：50～5，000Hz

tひずみ雷4％）

±11．5KHz

士18．5KHz

剛義違渡　　鳥濃畿傷移

43KHz　　±2．5KHz

70KHz　　±2．5KHz



スタジオ設備
・195各年12月代々木校舎1号館1階に3スタジオ設置

・各スタジオにアナログ機器配置

・4チャンネル音声卓1式

・テープ録音再生機2式

・2連レコード再生機1式

・マイクロホンおよびスタンド1式

・秒運針時計　2式

・1959年9月レコード再生機3式ステレオタイプ改修

・同10月可搬型ステレオテープ録音再生機1式取得







周辺の家庭のテレビに混信妨害

・戸別紡間によりフィルター挿入もしくは爛曇を実施

・真養大学FM放送技傭委員会報告嘉を郵政省へ提出

・1959年11月混償対策として送僧周波数を糾．SM他に変更

・番組集材としてレコード各社からテスト盤（白盤）の提供

日曜日の放送時間を拡大
・10：00～rサンデーパーラーJ開始

・日曜日20：00－21：00FMフアン向けrH卜FiクラブJ好評

r東京の音J実況ステレオ隷書（銀座4丁目、魚河岸、浅霊寺等）

音響蓑霊テスト・各社レコードの畿き比べ・円盤録音とテープ爆音

メーカー担当者の解脱・鴨取者からの賞間へ回答等
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FMステレオ実験放送
・6チャンネル音声卓等スタジオ設備をステレオ対応に改修

・1958年45／45方式ステレオレコード続々登場

・日本国内初のFM－FM方式ステレオ放送

・米国製ステレオタイプ再生カートリッジ使用

・国産ステレオタイプカートリッジ試作品の提供

・カートリッジにつき聴取者からの問い合わせ多数

・FMステレオ受信用廉価版アダプター発売

・103台の受信機学内外へ配置受信状況調査

・1960年8月首都圏内の各地で広域電界強度測定
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FM東海実用化試験局

・1960年4月1日実用化試験局免許交付

・番組スポンサー獲得営業活動および放送時間延長

・5月1日放送開始　薪呼出符合：JS2日　出力：lkW

・5月2日代々木校舎校庭にてFM東海開局式　文部大臣等列席

・FMラジオ普及のため各地にrFM喫茶」設置

・8月より全日放送開始
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新スタジオ完成

・1962年5月虎の門の発明会館に新スタジオ・専務所が完成移転

・養正時の時報前10秒間rステレオのトリオ」のスポンサー契約

・アナウンサーはじめ専従職員拡充

・1963年4月1日東海大学付眞高校遷償教育部が付眞豊里高校に独立

・同9月1日ステレオ放送をAM－FM（パイロットトーン方式）に変更

・1967年7月3日rJALジェットストリーム」放送開始現在も放送中



みんなで語ろう民放史

・1968年以降FM真鶉が郵政省との裁判に臓訴してrFM東京」へ

・現TFM名讐相談没後農　工氏が詳しく記述公開中

・日本民放クラブ機関瞳r民放くらぶJみんなで語ろう民放史

・検索ホームページ

htt：www．6．ocn．ne．●　min o2k

・エフエム東京（TFM）

www．tfm．co．


